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厚生労働省研究班の調査によると，2012 年時点で，認知症高齢者は 65 歳以上の 15％を
占め，約 462 万人，軽度認知障害（MCI）と呼ばれる人は，約 400 万人と推計されている．
2012 年には 65 歳以上の高齢者の約 7 人に 1 人（有病率 15.0％）が認知症であったが，2025






























































以上のように本研究は，第 1 章と第 2 章において先行研究やセルフヘルプ・グループの
理論的枠組みについて検討し，その検討に基きつつ，第 3 章と第 4 章ではインタビュー調












































申請者は，平成 20 年 3 月鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科社会福祉学専攻博士
前期課程を修了した後，平成 26 年 4 月鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科社会福祉
学専攻博士後期課程に入学し，指導教員の継続的指導のもとで認知症高齢者と家族会に関
する独創的な研究を続けてきた．所属している主な学会は日本社会福祉学会などで，学会
における研究活動も精力的に行っている．これまで学術的価値の高い論文を発表してきて
おり，自立して研究を行う能力があると評価できる． 
 
2. 論文の完成度 
本研究は，認知症の人や介護者への支援においては，当事者の視点に配慮した支援を行
うことが重要であるとの問題意識に基づいて行われた．認知症の人と家族介護者を当事者
と捉え，公益社団法人認知症の人と家族の会の活動史や質問紙調査，会員へのインタビュ
ー調査に基づき，認知症の人と家族会の活動におけるセルフヘルプ・グループの機能，発
展過程，専門職の関わり等について明らかにしている． 
本論文は，先行研究により明らかにされた認知症高齢者への支援とセルフヘルプ・グル
ープに関する知見を整理するとともに，自らの経験や調査等により，認知症の人と家族の
会の実態について福祉的視点で考察している．とくに，セルフヘルプ・グループの視点か
ら，家族の会の活動を実証的に検討している．これらの点から，本論文の完成度を高く評
価したい． 
 
3. 本論文の特徴・評価 
本論文では，①先行研究により認知症高齢者支援の実践と研究の経緯，及びセルフヘル
プ・グループ概念の枠組みを示し，②質的研究と量的研究を組み合わせて認知症の人と家
族の会の活動のあり方を明確化し，③全国レベルと地域レベルの家族の会の活動の双方を
視野に入れた解明が行われている点などで，体系的・総合的な研究となっており，独自性
が認められる． 
認知症の人と家族の会と他の障がい領域に関わる自助グループとの共通性や差異の考察
もさらに深めるべきであること，このテーマに関してより多くの英文文献を参照すべきこ
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と，ミクロの視点とコミュニティを含むマクロの視点の双方にわたるエンパワメントのあ
り方をさらに考察することが望まれること，といった点は課題として残るが，上記の研究
の意義及び独自性を考慮すれば，本論文は社会福祉の今後の発展に寄与しうる学術的価値
を有していると認めることができる．また，著者自身が研究者として自立し活躍できる能
力および学識を有していると認められる．よって審査委員会は，本論文が博士学位論文と
しての水準を十分満たしており，博士（社会福祉学）の学位を授与することが適当である
と全会一致で判断した． 
 
 
 
